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ホームページでも、公開しています。

　CDCがCOVID-19ワクチンの接種を完了した人々のための暫定的な公衆衛生勧告を提示しているので紹介する（1）。

概　要
　米国で現在認可されているワクチンは、重症COVID-19から人々を守る
ために非常に効果的である。また、「完全にワクチン接種された人」［註釈］
が無症候性感染症に罹患する可能性が低くなり、SARS-CoV-2を他の人に
伝播させる可能性も低くなることが示唆されている。社会的孤立を減らし、
検疫隔離の要件などのいくつかの措置を緩和することの利点は、「完全
にワクチン接種された人」がCOVID-19に罹患したり、SARS-CoV-2を
他の人に伝播するリスクを上回る可能性がある。さらに、ワクチン接種
された人に特定の措置を緩和することは、COVID-19ワクチンの受け入れ
と接種率を改善するのに役立つ可能性がある。従って、「完全にワクチン
接種された人」は、ウイルスを他の人に伝播させる潜在的なリスクを
念頭に置きながら、自分自身へのリスクを低くして、いくつかの活動を
再開することができる（図1）。

■プライベートで他の人を訪問するための推奨事項（図2）
●訪問や小規模の集会は、「完全にワクチン接種された人」のリスクを
最小にする。一方、中規模または大規模の集会、および複数の世帯の
ワクチン未接種の人々を含む集会は、SARS-CoV-2伝播のリスクを
高める。
●「完全にワクチン接種された人」はCOVID-19に罹患するリスクは
最小かもしれない。しかし、感染した場合、特に、重症COVID-19の
リスクが高いワクチン接種を受けていない人や彼らの家族のなかの
重症化のリスクの高い未接種の人々にウイルスを伝播するという潜在的
なリスクに注意する必要がある。
●「完全にワクチン接種された人」は、集会での他の人のワクチン接種
状況に関係なく、過去10日間にCOVID-19の検査が陽性であったか、
COVID-19症状がみられる場合は、集会に出席しない。 

A.「完全にワクチン接種された人」の間の訪問
　マスクを着用していなくても、身体的距離を維持しなくても、「完全にワクチン接種された人」の間の屋内訪問は、リスクが低い。
例えば、完全にワクチン接種されているならば、完全にワクチン接種された友人を自分の住居内で夕食に招待することはリスクが低い。
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B.「完全にワクチン接種された人」とワクチン接種されていない人の間の訪問
　「完全にワクチン接種された人」と、ワクチン接種を受けていない人（マスクを着用していない、または身体的距離が維持されて
いない）との間の屋内訪問は、ワクチン接種された人でのリスクは低い。

C.「完全にワクチン接種された人」が重症COVID-19のリスクのある人がいない単一世帯のワクチン未接種の人に訪問する場合
　ワクチン未接種の人が、重症COVID-19のリスクのある人のいない単一世帯の人である場合、「完全にワクチン接種された人」が
マスクを着用せずに、屋内訪問しても、SARS-CoV-2伝播のリスクは低い。例えば、完全にワクチン接種された祖父母は、ワクチン
接種をされていない家族の誰もが重症COVID-19のリスクがない限り、ワクチン接種されていない健康な娘と健康な子どもたちに
屋内訪問することができる。

D. 重症COVID-19のリスクのある人がいる単一世帯のワクチン未接種の人々に「完全にワクチン接種された人」が訪問する場合
　ワクチン未接種の人またはその家族のいずれかが重症COVID-19のリスクが高い場合、適切なマスクの着用、身体的距離の維持、
屋外または換気の良い空間などの予防措置を講じる必要がある。例えば、「完全にワクチン接種された人」が重症COVID-19のリスク
があるワクチン未接種の70歳の友人を訪問する場合、訪問は屋外で、マスクを適切に着用し、社会的距離を維持する必要がある。 

E.「完全にワクチン接種された人」が複数の世帯のワクチン接種を受けていない人々に同時に訪問する場合
　ワクチン未接種の人々が複数の世帯から来ている場合、彼らの間でのSARS-CoV-2伝播のリスクは高くなる。従って、関係する
すべての人は、マスクを適切に着用し、身体的距離を維持し、屋外または換気の良い場所に訪問するなどの予防措置を講じる必要
がある。例えば、完全にワクチン接種された祖父母がワクチン接種されていない娘とその子どもたちに訪問し、そこにワクチン接種
されていない隣人もやってくる場合は、訪問は屋外で行われ、マスクを適切に着用し、社会的距離を維持する必要がある。これは、
ワクチン未接種の2世帯が互いにリスクをもたらすためである。

F. 中規模または大規模の集会の場合
　ワクチン接種の状況に関係なく、すべての人は中規模または大規模の集会を避け、集会の規模を制限する地域のガイダンスに
従う。参加するならば、「完全にワクチン接種された人」はマスクを適切に着用し、他の人と身体的距離を維持し、頻回に手洗いする
など、伝播を減らす予防策を実施する。

G. 屋外の個人的または社会的活動の場合
　レストランの屋内での食事やジムへの参加などの公共の社会活動でのSARS-CoV-2伝播のリスクは、「完全にワクチン接種され
た人」では低い。ただし、これらの状況では感染リスクは高く、ワクチン未接種者の数が増えると増加する可能性があるため、予防
策を講じる必要がある。従って、公共の場で社会活動に従事する「完全にワクチン接種された人」は、マスクを適切に着用し、他の
人と身体的距離を維持し、密を回避し、換気の悪い場所を回避し、咳やくしゃみの覆い、頻回に手洗いするなど、これらの状況に
関するガイダンスに引き続き従う必要がある。

■隔離、検疫隔離、および検査に関する推奨事項
　次の推奨事項は、非医療環境に適用される。

A. COVID-19症状のある「完全にワクチン接種された人」の場合
　「完全にワクチン接種された人」がCOVID-19に罹患するリスクは低い。しかし、COVID-19症状のある「完全にワクチン接種
された人」は他の人から隔離され、COVID-19について評価され、必要に応じて、SARS-CoV-2を検査すべきである。そして診療を
受ける場合には、ワクチン接種状況を医師に通知する。

B. 曝露したが、COVID-19症状のない「完全にワクチン接種された人」の場合
　COVID-19症状のない「完全にワクチン接種された人」は、感染のリスクが低いので、COVID-19が疑われるまたは確認された人
に曝露しても、検疫隔離や検査する必要はない。検疫隔離を行わない「完全にワクチン接種された人」は、曝露後14日間は
COV ID -19症状を監視する必要がある。症状がみられた場合は、隔離し、COV ID -19の臨床評価を行い、必要に応じて、
SARS-CoV-2の検査をする。そして、診療を受ける場合には、彼らのワクチン接種状況を医師に通知する。

C. 非医療の集会環境での「完全にワクチン接種された居住者」の場合
　非医療の集会環境（矯正施設や拘置所、グループホームなど）の「完全にワクチン接種された居住者」はCOVID-19が疑われる
または確認された人に曝露したら、14日間の隔離を続け、SARS-CoV-2の検査を受ける必要がある。これは、居住者の集合状況
が、居住者の回転率が高く、感染のリスクが高く、推奨される身体的距離を維持するのが難しいことがあるためである。

D. 非医療の集会環境やその他の高密度の職場での「完全にワクチン接種された従業員」の場合
　非医療の集会環境やその他の高密度の職場（肉や家禽の加工工場や製造工場など）の「完全にワクチン接種された従業員」
は、COVID-19症状がなければ、曝露しても検疫隔離する必要はない。
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　CDCがCOVID-19ワクチンの接種を完了した人々のための暫定的な公衆衛生勧告を提示しているので紹介する（1）。

概　要
　米国で現在認可されているワクチンは、重症COVID-19から人々を守る
ために非常に効果的である。また、「完全にワクチン接種された人」［註釈］
が無症候性感染症に罹患する可能性が低くなり、SARS-CoV-2を他の人に
伝播させる可能性も低くなることが示唆されている。社会的孤立を減らし、
検疫隔離の要件などのいくつかの措置を緩和することの利点は、「完全
にワクチン接種された人」がCOVID-19に罹患したり、SARS-CoV-2を
他の人に伝播するリスクを上回る可能性がある。さらに、ワクチン接種
された人に特定の措置を緩和することは、COVID-19ワクチンの受け入れ
と接種率を改善するのに役立つ可能性がある。従って、「完全にワクチン
接種された人」は、ウイルスを他の人に伝播させる潜在的なリスクを
念頭に置きながら、自分自身へのリスクを低くして、いくつかの活動を
再開することができる（図1）。

■プライベートで他の人を訪問するための推奨事項（図2）
●訪問や小規模の集会は、「完全にワクチン接種された人」のリスクを
最小にする。一方、中規模または大規模の集会、および複数の世帯の
ワクチン未接種の人々を含む集会は、SARS-CoV-2伝播のリスクを
高める。
●「完全にワクチン接種された人」はCOVID-19に罹患するリスクは
最小かもしれない。しかし、感染した場合、特に、重症COVID-19の
リスクが高いワクチン接種を受けていない人や彼らの家族のなかの
重症化のリスクの高い未接種の人々にウイルスを伝播するという潜在的
なリスクに注意する必要がある。
●「完全にワクチン接種された人」は、集会での他の人のワクチン接種
状況に関係なく、過去10日間にCOVID-19の検査が陽性であったか、
COVID-19症状がみられる場合は、集会に出席しない。 

A.「完全にワクチン接種された人」の間の訪問
　マスクを着用していなくても、身体的距離を維持しなくても、「完全にワクチン接種された人」の間の屋内訪問は、リスクが低い。
例えば、完全にワクチン接種されているならば、完全にワクチン接種された友人を自分の住居内で夕食に招待することはリスクが低い。

［文献］
（1）  1. CDC. Interim public health recommendations for fully vaccinated people
　　https://www.cdc.gov/coronavirus/2019-ncov/vaccines/fully-vaccinated-guidance.html

［注釈］完全にワクチン接種された人
　2回接種シリーズ（Pfizer- BioNTechまたはModerna）では2回目の接種されてから2週間以上、
　1回接種シリーズ（Johnson and Johnson ［J&J］/Janssen ）では接種されてから2週間以上経過した人

B.「完全にワクチン接種された人」とワクチン接種されていない人の間の訪問
　「完全にワクチン接種された人」と、ワクチン接種を受けていない人（マスクを着用していない、または身体的距離が維持されて
いない）との間の屋内訪問は、ワクチン接種された人でのリスクは低い。

C.「完全にワクチン接種された人」が重症COVID-19のリスクのある人がいない単一世帯のワクチン未接種の人に訪問する場合
　ワクチン未接種の人が、重症COVID-19のリスクのある人のいない単一世帯の人である場合、「完全にワクチン接種された人」が
マスクを着用せずに、屋内訪問しても、SARS-CoV-2伝播のリスクは低い。例えば、完全にワクチン接種された祖父母は、ワクチン
接種をされていない家族の誰もが重症COVID-19のリスクがない限り、ワクチン接種されていない健康な娘と健康な子どもたちに
屋内訪問することができる。

D. 重症COVID-19のリスクのある人がいる単一世帯のワクチン未接種の人々に「完全にワクチン接種された人」が訪問する場合
　ワクチン未接種の人またはその家族のいずれかが重症COVID-19のリスクが高い場合、適切なマスクの着用、身体的距離の維持、
屋外または換気の良い空間などの予防措置を講じる必要がある。例えば、「完全にワクチン接種された人」が重症COVID-19のリスク
があるワクチン未接種の70歳の友人を訪問する場合、訪問は屋外で、マスクを適切に着用し、社会的距離を維持する必要がある。 

E.「完全にワクチン接種された人」が複数の世帯のワクチン接種を受けていない人々に同時に訪問する場合
　ワクチン未接種の人々が複数の世帯から来ている場合、彼らの間でのSARS-CoV-2伝播のリスクは高くなる。従って、関係する
すべての人は、マスクを適切に着用し、身体的距離を維持し、屋外または換気の良い場所に訪問するなどの予防措置を講じる必要
がある。例えば、完全にワクチン接種された祖父母がワクチン接種されていない娘とその子どもたちに訪問し、そこにワクチン接種
されていない隣人もやってくる場合は、訪問は屋外で行われ、マスクを適切に着用し、社会的距離を維持する必要がある。これは、
ワクチン未接種の2世帯が互いにリスクをもたらすためである。

F. 中規模または大規模の集会の場合
　ワクチン接種の状況に関係なく、すべての人は中規模または大規模の集会を避け、集会の規模を制限する地域のガイダンスに
従う。参加するならば、「完全にワクチン接種された人」はマスクを適切に着用し、他の人と身体的距離を維持し、頻回に手洗いする
など、伝播を減らす予防策を実施する。

G. 屋外の個人的または社会的活動の場合
　レストランの屋内での食事やジムへの参加などの公共の社会活動でのSARS-CoV-2伝播のリスクは、「完全にワクチン接種され
た人」では低い。ただし、これらの状況では感染リスクは高く、ワクチン未接種者の数が増えると増加する可能性があるため、予防
策を講じる必要がある。従って、公共の場で社会活動に従事する「完全にワクチン接種された人」は、マスクを適切に着用し、他の
人と身体的距離を維持し、密を回避し、換気の悪い場所を回避し、咳やくしゃみの覆い、頻回に手洗いするなど、これらの状況に
関するガイダンスに引き続き従う必要がある。

■隔離、検疫隔離、および検査に関する推奨事項
　次の推奨事項は、非医療環境に適用される。

A. COVID-19症状のある「完全にワクチン接種された人」の場合
　「完全にワクチン接種された人」がCOVID-19に罹患するリスクは低い。しかし、COVID-19症状のある「完全にワクチン接種
された人」は他の人から隔離され、COVID-19について評価され、必要に応じて、SARS-CoV-2を検査すべきである。そして診療を
受ける場合には、ワクチン接種状況を医師に通知する。

B. 曝露したが、COVID-19症状のない「完全にワクチン接種された人」の場合
　COVID-19症状のない「完全にワクチン接種された人」は、感染のリスクが低いので、COVID-19が疑われるまたは確認された人
に曝露しても、検疫隔離や検査する必要はない。検疫隔離を行わない「完全にワクチン接種された人」は、曝露後14日間は
COV ID -19症状を監視する必要がある。症状がみられた場合は、隔離し、COV ID -19の臨床評価を行い、必要に応じて、
SARS-CoV-2の検査をする。そして、診療を受ける場合には、彼らのワクチン接種状況を医師に通知する。

C. 非医療の集会環境での「完全にワクチン接種された居住者」の場合
　非医療の集会環境（矯正施設や拘置所、グループホームなど）の「完全にワクチン接種された居住者」はCOVID-19が疑われる
または確認された人に曝露したら、14日間の隔離を続け、SARS-CoV-2の検査を受ける必要がある。これは、居住者の集合状況
が、居住者の回転率が高く、感染のリスクが高く、推奨される身体的距離を維持するのが難しいことがあるためである。

D. 非医療の集会環境やその他の高密度の職場での「完全にワクチン接種された従業員」の場合
　非医療の集会環境やその他の高密度の職場（肉や家禽の加工工場や製造工場など）の「完全にワクチン接種された従業員」
は、COVID-19症状がなければ、曝露しても検疫隔離する必要はない。


